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転が全国６位と近畿では兵庫に次いで人気がある。

更に、障害者雇用率も奈良県が 2.6％と全国１位で、

中小企業の方に頑張って頂いており、皆様に感謝し

ております。今年も共に連携して、手を取り合い頑

張って参りたい。』とご挨拶頂きました。

　奈良工業高等専門学校 校長の

後藤景子様から、『奈良高専は地

元企業との技術協力・共同研究に

取り組んでおり、昨年度に文科省

の地方創生推進事業に採択され、

地元の技術的課題を解決する研

究・開発の体制を整備している。

この事業を活用しながら、学生の

県内就職を推進し、また地元企業との連携を強化し

て様々なことに取り組んで行きたい。』と乾杯のご

挨拶を頂き、懇親会がスタートしました。

　中締めには、橋本隆史副会長

（㈱南都銀行 頭取）から『当会も

県と一体となって、産業界が奈良

を盛り上げていきたい。当会も積

極的に取り組んでいくので、地に

足をつけ信念を持って共に頑張っ

ていきたい。』と挨拶を頂き、今

年の互いの躍進が祈念され、新年の門出として、有

意義な一時となりました。

産業論文コンクール表彰式・特別講演会・交流懇親会を開催 
総務委員会主催 (H29.1.25）

平成 29 年　新年会　

　平成 29 年の新年会は１月 25 日

（水）に、奈良ホテルにおいて、

多数のご来賓の方々にご臨席を頂

いて、産業論文コンクール表彰式・

特別講演会・交流懇親会の構成で

開催致しました。

　冒頭、佐藤会長から年頭挨拶と

して、『今年は酉年で、機が熟す

＝改革の年と言われている。2016 年は世界でいろい

ろあり、今年も予測することは難しいが、我々がや

らなければいけないことは変わらない。企業経営も

激変に耐えられるよう常に準備を行い、何が起きて

も永続していけるよう努力することが重要。特に今

年は“働き方改革”も求められ、やるべき課題はた

くさんあるが、互いに頑張って行きたい。会員企業

の皆様のお役立ちになるよう、当会も知恵を絞って

取り組むので、本年もご支援を宜しくお願いする。』

と、今年の決意が述べられました。

　今回で、第 12 回となる『産業論文コンクール』

の表彰式も行われ、佐藤会長から７名の受賞者の方

に表彰状と副賞が授与されました。

《受賞者名とその模様については次頁参照》

　この後、特別講演として、中央タクシー株式会社

代表取締役会長 宇都宮恒久様から、『お客様が感動

し社員が躍動する会社づくり』をテーマにご講演を

頂きました。（要旨は３頁に掲載）

　第二部の交流懇親会では、来賓

を代表して荒井正吾奈良県知事様

より、『奈良県の企業立地が、こ

の 10 年で平均 20 件を超え、その

雇用の数は 2,800 人にも達する。

平成28年上期も16件と全国11位。

また奈良への本店・本社機能の移

佐藤　進 会長

平成29年3月 第27号

奈良県知事
荒井正吾 氏

橋本隆史副会長

奈良工業高等専門学校

校長 後藤景子 氏
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　論文作成を通して、論理的に考える力を醸成し、

次代を担う若手従業員に力をつけて頂き、企業力

の向上を目指すことを目標に、人材育成・自己啓

発の一環として「産業論文コンクール」を毎年実

施致しております。

　皆様から高い評価を頂いて、今年で第 12 回目を

迎え、今年は 18 社 90 件の応募を頂きました。

　11 月に選考委員会を開催し、厳正な選考を頂き、

最優秀賞をはじめ入賞７件を選定致しました。

　（受賞者の一覧は下記に記載）

　表彰式では、佐藤会長から賞状の授与が行われ、

奈良ダイハツ㈱の荻田優里さんから受賞者を代表

して謝辞を頂きました。

　『今回、電話応対をテーマに、

普段の仕事の中で意識している

こと、心掛けていることを書か

せて頂きました。このような賞

を頂き、皆様に評価して頂けた

ことを大変光栄に思っておりま

す。論文を書かせて頂くにあた

り、もう一度初心にかえったよ

うな気持ちになりました。これ

からも初心を忘れずに成長していきたいと思って

おります。』と受賞の喜びと今後の決意を語られま

した。

　他の受賞者の方々も、受賞の喜びとともに、自

律した社会人として、今後も職場での様々な課題

に取り組んでいく意欲が伺えました。

　＊選考委員もお願いしています奈良新聞社様の

　　ご厚意により、新年会当日の奈良新聞紙面に

　　最優秀賞論文を掲載頂き、参加者の方には新聞

　　をお配りし、お読み頂きました。

第 12 回　産業論文コンクール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  人材育成委員会主催

　続いて、選考委員会の委員

長をお願いしています（一財）

南都経済研究所 嶌川安雄理

事長様から論文全体に対する

総評を頂きました。

　『今年は、自身の成長にする

ものが多かった。特に社会の

動きに合わせたＡＩ、ＩｏＴ

に関する論文も多かった。論

文の完成度とともに、筆者の

独自性のある論文を期待している。最優秀賞の論

文は、電話応対のＣＳとして、相手の顔が見えな

いの中で、状況に合わせて臨機応変な対応方法、

心構え等、相手を不安にさせないことの難しさ、

重要性についてしっかりとした文章構成で書かれ

ており良かった。受賞者の方には、論文を通して

得たことを今後の仕事に役立てて頂きたい。この

産業論文は、論文作成を通じて、自身の仕事につ

いて“なぜ・どうして”と課題意識を持ちながら、

課題に対して主体的に考え、取り組むプロセスが

ビジネスの上で最も重要なことである。企業の方

には、来期も人材育成のために積極的な応募への

ご指導をお願いしたい。』とお話頂きました。

第 12回 産業論文コンクール　入賞者一覧

　    賞名   　    氏名	       　　  社名	 論文タイトル

　 最優秀賞　　  荻田優里　     奈良ダイハツ㈱　　　　　　　   受話器から伝わる心

   優 秀 賞　　　大西建嘉  　   ㈱タカトリ　　　　　　　　     知識と経験のバランスについて

　 優 良 賞　　　深田友紀　　 　㈱呉竹　　　　　　　　　　　　 「時間」を改めて考える

　 努 力 賞　　　平田明日香　 　㈱呉竹　　　　　　　　　　　　 専門知識よりも大事なこと

　　  〃　　　　 嶋岡由理　 　  田村薬品工業㈱　　 　　　　　　人の力を引き出すこと

　　  〃　　　　 奥野有輝　 　  ㈱ヒラノテクシード　　　　　　 ２年目の気付き

　　  〃　　　　 玉井彩子　 　  ㈱大和農園　　　　　　　　　　 広報を活かす

(一財 )南都経済研究所

理事長 嶌川安雄 氏

奈良ダイハツ㈱
荻田優里 氏
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ていて、そのほこりを払っただけ。方向性だけを示

し、やり方は現場で考えてもらった。

　やり方は任せて、現場で考えて力を発揮してくれ

て、その現場のパワーがお客様に伝わっていき、社

員の力で古く狭く汚いハンデを乗り越えた。

　中央タクシーは保有台数 140 台と長野県で３番目

だが、他社に比べ１台当たりの売上が高い。その理

由はジャンボタクシーが 100 台あることで、全国的

に地方の会社で一番多い。他社は売りにくいために

持っておらず、工夫して売れる仕事を作った。

　それが空港への送迎で、24 時間・１名から受けて

おり、家から搭乗口までの送迎が人気となり、他県

へも進出している。ジャンボの運賃や台数は自分た

ちで自由に決められ、タクシーよりも収益率が高い

ので、軸足をジャンボに移している。

　タクシー業界は、大変厳しく危険水域にある。地

域の足のタクシーは潰せないので、ジャンボの利益

でタクシー・地域を守るために頑張っている。

　当社はノルマや売上目標が一切なく、理念で管理

を行っている。お客様が先で利益は後で、それが現

場で浸透している。創業当初は、運輸業からサービ

ス業であるタクシーへと言っていたが、最近は「お

客様の人生を守る」と言っている。

　タクシーは高齢者など交通弱者の人生に触れてい

る。仕事を通して、お客様の人生を守っており、サー

ビス業の枠では収まらないと考えている。

　多くのお客様からお礼のお電話・お手紙も頂く。

　丁寧な応対に安堵し生きていく力になっている、

足が麻痺して乗降が大変でも手を取って介助して受

付まで連れて行ってくれる、などのお礼と共に、タ

クシーに乗ることが楽しみであり、タクシーの中が

幸せになれる場所だ、と言って頂ける。これらのお

言葉は、「お客様の人生を守る」という理念が形と

なって表れていると大変うれしく思う。

　このような素晴らしい社員たちが、私の誇りであ

り、本当に経営者冥利につきると思う。

　長野県にある中央タクシー

㈱の代表取締役会長　宇都宮

恒久様は、父親が経営するタ

クシー会社に入社後、75 年に

独立して中央タクシーを設立。

「お客が先、利益は後」を理念

に掲げ、「乗った人を幸せにす

る」心のこもったサービスで、

経営に取り組まれています。

　講演要旨は次の通りです。

　タクシー会社では、全員がバラバラの現場で、歩

合制で働くので人間関係は生まれにくく、仲間の絆

が出来ない。それは間違っていると思った。

　会社での人間関係が従業員の人生に大きな影響を

与える。社長になって、利益でなく、良い人間関係

を作ろうと、一番に良い人間関係を求めた。

　研修での体験発表を行った時に、ある社員が生ま

れてからずっといじめられてきたが、この会社に

入って初めて、いじめのない世界と出会ったと号泣

した。良い人間関係とはいじめのない世界で、20 年

掛かって安心できる会社を作れたと思う。

　良い人間関係は良い社風になり、良い社風の中に

膨大なエネルギーが潜んでいる。社員は指示命令で

なく社風に共感して働いてくれている。良い社風を

作れば現場での指示命令が減り、自然と現場が勝手

に動いてくれる。良い社風が出来ると、色々と言わ

ずに済むので、経営者は楽である。

　良い人間関係をつくろうとしたことが、結果的に

業績を作ってくれる。理念は会社の芯なので、理念

を飾っているだけではダメでもったいない。

　これと同じことを、倒産したホテルの再建を断り

切れずに引き受けた際にも、経験している。

　ホテルは築 45 年と古くて狭く汚なかったが、再

建後は増収増益を達成している。なぜ成功したか？

戦う武器は社員の力しかないと信じたからだ。

　最初の時に、戦々恐々たる雰囲気でクビかと心配

していることが伝わってきた。第一声に、再建に来

たのではない、日本一のホテルにしようと呼びかけ

た。涙を流して聞いてくれ、絶望に希望が見えたこ

とで、あの瞬間に変わったのだと思う。

　武器は人の力しかなく、人の力がモノ（ハード）

に負けるはずがないと、毎月毎月呼びかけた。

　徐々にモチベーションが上がっていくのが分かっ

た。本来人はすごい力を持っているが、ほこりが被っ

 
『　 お客様が感動し社員が躍動する会社づくり　』

中央タクシー㈱
代表取締役会長
宇都宮恒久 氏

 新春特別講演会

中央タクシー株式会社　代表取締役会長　宇都宮　恒久 氏
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　経営革新や製品・技術開発、企業経営の強化に

取り組まれている先進的な企業の事例を学び、今

後の経営に活かしていただくべく「先進企業見学

会」を開催し、次の視察先を訪問しました。

１．㈱クボタ堺製造所（大阪府堺市）

　同社は、トラクタ等の農耕機械、建設機械等を

製造・販売されておられ、堺製造所様では、各種

トラクタと、それらのディーゼルエンジン等の開

発・生産をされています。

　同製造所は、「原理・原則」の２ゲンに基づき、「現

場・現物・現実」の３ゲンを改善する“５ゲン主義”

のノウハウから製造現場の効率化を徹底されてい

ます。

　全社のマザー工場として、世界にあるチャイル

ド工場を支援するポジションにあり、研究開発、

製品生産、サービスの各部門による三位一体型工

場として顧客の立場に立った製品開発からサービ

スまでニーズに幅広く対応されています。

　当日は、工場にてエンジンの製造からトラクタ

の組立までの一連の流れを見学しました。

　需要に合わせて生産数量を調整する上で、ライ

ンスピードを変えて、多能工化を図ることで少な

い人員でも生産できるように対応されています。

　また、品質管理も徹底されておられ、ポカミス

が発生しない様に、作業工程ごとに必要な工具が

手元に出てきて、締め付け箇所の残数が表示され、

一目でわかるように工夫されています。

　敷地内には、新人教育訓練を行う「新人教育道場」

や作業の安全を確保する考え方を学ぶ「安全道場」

などの訓練施設も併設されています。

　特に、安全道場では、未経験者に対する研修と

して、軍手の巻き込み体験、安全靴の圧迫実験など、

安全に対する意識向上と対策を深く学ぶことがで

き、教育訓練の過程や内容を、実際に治具を使用

しながらご説明いただきました。

２．㈱島精機製作所（和歌山県和歌山市）

　同社は、全自動手袋編機の開発を原点に、コン

ピューター横編機、自動裁断機等を製造・販売さ

れています。

　ニットの服を生産する際に、身頃や袖などの各

ブロックを縫い合わせた従来品とは別に、１本の

糸から継ぎ目なく完成品（ホールガーメント）へ

編み上げる完全無縫製横編機を開発されました。

　シームレスによる着心地の向上や裁断による

カットロスの削減など、高品質な商品を作り出す

技術力は高く評価されており、グッチやエルメス

などの海外ブランドにも使用されています。

　機械を開発・製造する中で、手元に無い物は自

分達で創り出すという行動力と技術力により、内

製率が 75％と非常に高く、リードタイムの短縮に

貢献しています。

　また、機械だけでなく、出来上がる服のデザイ

ンやサンプルをバーチャルで直ぐに確認できるデ

ザインシステムの開発や、ユーザーに対して機械

の使い方や活用方法などを学んでいただく研修・

サポート体制も充実されています。

　自動裁断機の技術を応用して炭素繊維等の硬い

物まで対応できるようにされる等、工業用分野に

も展開されています。

　また、大学や医療機関と連携し、患者用の締め

付け調整が必要な衣類やサポーターが容易に作成

できる「医療用三次元計測装置」を開発されるなど、

幅広い分野で活躍されています。

先 進 企 業 見 学 会
　　　　　　　 　　                                                         人材育成委員会主催 (H29.2.22)
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　第４回経営者懇話会は、大阪

府大東市にあります、昭和電機

㈱大東工場様を訪問致しました。

　同社は、1950 年創業の電動送

風機・集じん機等の風力機械専

門のメーカーでおられます。

　当日は、製造部長兼品質統括

グループ長 前田健児様より、企

業概要と生産革新活動等のご解

説を頂きました。

　「当社は回転技術と高度な風力技術を活かした電

動送風機や医療機器を製造している。多品種少量

生産で特注品も多く、ライン生産では生産効率が

悪かったため生産革新活動に取り組み、一人一個

流し生産を取入れた。加工・組立・検査・包装の

工程を一人で行うことで、特注品にも柔軟に対応

でき、受注から発送までを従来の半分の４日間で

できるようになった。また製品に対するＱ＆Ａや

約４万機種の製品に必要なデータ、図面、技術情

報をデータベース化し、顧客からの問い合せや要

望に迅速に対応していることも、短納期実現の理

由の一つである。他に、協力会社と IT システムを

活用して情報共有し、双方が業務改善を行い合い、

部品在庫・作業時間の削減で効果を上げている。

品質・生産性向上には機械と人とを上手く組み合

わせていくことが重要である」とお話頂きました。

　工場では、同社の集じん機が設置された清浄な

環境の中、鋼板加工・塗装工程を拝見しました。

　また、一製品分の部品・部材を順に組立、工程

管理システムによるチェック、完成品の抵抗値等

の自動測定検査（データ化）、包装までの一人一個

流し生産を拝見し、ＩＴを活用した品質・生産・

進捗管理について大変参考になりました。

　その後、１万冊を所蔵する図書室もご案内頂き、

社員が自由に活用して、自己啓発を促す人材育成

の取り組みや制度もご解説頂きました。

　活力ある職場づくりに向け、

他社の取組事例に学ぶ「人事管

理研究会」を開催しました。

　第１回目は、東大阪市にあり

ます自動車部品製作に使われる

精密冷間鍛造金型の製造・販売

の㈱ヤマナカゴーキン様を訪問

し、取締役　常務執行役員 山本

忠司様にご解説頂きました。

　同社の山中社長様が学生時代

に海外留学し、世界中の優秀な留学生と知り合っ

たことが海外進出のきっかけとなり、現在、アジ

アを中心に６つの拠点をもっておられます。

　海外進出を進めるには、優秀な人材の確保、早

期離職の防止、グローバルな人材の育成が必要と

考え、次の３つの制度を活用し、社員のやりたい

意欲を引き出し、やりがいを持って挑戦していけ

る人材育成に取り組んでおられます。

　①エルダー制度：新入社員一人一人に入社２～

３年の社員が付き、仕事面とメンタル面をサポー

トし、良い人間関係を構築し、離職防止に繋げる。

　②ＰＴＰ制度：入社２年目の社員に、一年間の

計画を立てさせＰＣＤＡを行い、自分で課題の設

定から解決までを経験させる。

　③チャレンジポスト制度：欠員の出た管理職ポ

ストへの社内公募を行う。

　これらの制度で、社員のやる気と自主性を引出

し、職場の活性化に繋がっているとのことです。

　社員全員が共に成長する『共育」を通して、男

女国籍を問わず、個々の社員それぞれの強みを生

かした組織づくりで、さらに海外展開を進めてい

かれるとのことです。

　工場では、作業毎に色分けしたリングを順に重

ね、終了時に外すことで進捗の見える化を図る等、

生産性向上・改善活動にも積極に取り組んでおら

れる様子も拝見し、大変参考となりました。

経営者懇話会

　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催 (H29.1.20)

人事管理研究会

　　　　　　　　　　  人材育成委員会主催 (H29.2.7) 

㈱ヤマナカゴーキン
取締役 常務執行役員

山本忠司 氏

昭和電機㈱
製造部長 兼

品質統括グループ長

前田健児 氏

－５－



　全社一丸でコストダウンに取

り組み、利益を確保するため、

コストの正しい理解と、徹底し

たムダ取りによる作り方改善へ

向け、改善等の考え方・手法を

３回講座で学ぶ『コスト削減研

修』を開催しました。

　講師には、YKN 生産研究所 代表 

徳田勲先生にお願いしました。

　「コスト削減方法を正しく理解する」ために、コ

ストの構造やコスト増となる仕組みを理解すると

共に、従来のやり方や認識を転換して「目に見え

ないコスト」を明確化し、仕組み自体を見直して

対策コストを下げる方法をご指導頂きました。

　部門毎の利益の変化による改善ポイントの発見

演習を行い、利益状況から改善すべき課題や対象

を明確にしていく方法や視点を学びました。

　また「徹底したムダ取りと生産性・作業の改善」

に向けて、組織・工場全体のムダや、生産・設計・

調達等の各段階での人の動き・モノの流れのムダ

を洗い出し、ＩＥ手法の使い方と生産性向上アプ

ローチの仕方をご指導頂きました。

　５ゲン主義に基づく『なぜなぜ分析』を演習で

行い、不具合の原因を上げて、その原因から“な

ぜなぜ”を５回繰り返して真の要因を見つけ出す

と共に、その要因の対策を５Ｗ１Ｈで立案すると

いう改善の流れに沿って実践的に学びました。

　毎回、現場での様々な事例を取り入れた具体的

な演習問題を設定することで、現場での課題解決

に即した内容であることで、受講者は熱心に取り

組んでおられ、各職場での実際の改善にすぐに役

立てて頂けると好評でした。

　今後は、「リードタイム短縮による在庫削減」に

ついて、リードタイム短縮と在庫削減の考え方、

取組方、コスト削減につなげる管理のあり方等を

学んでまいります。

　規格で求められる内部監査に

関して、恒例の品質 ISO 内部監

査員養成講座を開催しました。

　講師には、審査機関で主任審

査員として活躍されると共に、

企業の認証取得コンサルタント

としても活動されておられる、

玉木幸夫 様にお願いし、ご自身

の経験を踏まえて「監査する側」

と「監査される側」の双方の視

点でご指導を頂きました。

　ISO9001 が 2015 年版に改訂されたことに伴い、

2008 年版との変更点（差分）について新旧対比表

を用いながら理解を深め、2008 年版はもとより

2015 年版での内部監査の力量も担保できるように

開催しました。

　研修では、規格の要求事項の解説と共に、マネ

ジメントシステムとして経営に寄与できるように、

効果を上げるための内部監査の重要性など、具体

的な事例を含めて学びました。

　演習では、チェックシート作成や現場監査事例

からの不適合抽出を行うと共に、監査後の是正処

置報告書の作成など、実際に行う内部監査に沿っ

て実践的な内容で実施し、内部監査計画の作成か

ら監査結果報告までの内部監査実務の一連の流れ

をより深く理解しました。

　また、実際の監査における質疑の方法や進め方

など、「監査する側」と「監査される側」に分かれ

た模擬内部監査の演習を行いました。

　最後に修了試験を行い、合格者には協会認定の

修了証を発行しました。社内で内部監査員を任命

するときの資格根拠としてご利用頂くことが出来

ます。

 今後も、ＩＳＯ認証取得・維持活動の多角的な支

援と共に、より効果的な内部監査に向けて実践的

に取り組んで参ります。

コスト削減研修会

　　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催（29.2.14)

品質ＩＳＯ内部監査員養成講座

　　　　　　　　　人材育成委員会主催 (H29.2.7 ～ 8)

IRCA/JRCA 登録
品質システム主任審査員

玉木幸夫 氏

ＹＫＮ生産研究所

徳田　勲 氏
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　現場の問題 ･ 課題を改善していくには、「ＱＣス

トーリー」と呼ばれる解決の手順に沿って、合理

的に、計画的に取り組むことが大切です。

　不良が多い、品質がバラつく、クレームが出た

等 ････ 改善すべき問題・課題がはっきりしている

ケースばかりとは限りません。

　繰り返しになりますが、改善を行うには、問題

に気づき、見えるようにすることが必要です。

　そのため現状をしっかりと把握することが重要

であり、目標を設定し、具体的な活動計画に落と

し込み、全員参加で取り組むことが重要です。

  現状把握の第一歩は事実を集め、問題点の現状

を明確にし、攻撃対象を見つけることが大切です。

　問題と感じている悪さが、“どこに・どんな状態

で・どれくらい”あるのかなど、現状の悪さをあ

りのままに明らかにして、攻撃対象を見つけて明

確にすることが重要です。

　その際に注意するポイントは以下の通りです。

　・作業や仕事の工程・流れを状況を調べる

　　（基準通りか、その基準は適切か）

　・時系列で変動や変化を掴む

　　（年・月・週、周期的・急激・緩慢　など）

　・層別して問題を見つけ出す

　　（作業・人・曜日・時間帯別　など）

　・バラツキやカタヨリに注目する

　　（評価項目をもとに重点の絞り込み）

　こうして調べた結果・状況から、わかったこと

を明確にしたものが攻撃対象になります。

　例）先月から急激に増大している。

　　　ある曜日に遅れが集中している

　　　キズ不良が全体の 60％を占めている

　現状把握においては、まずは前提条件を把握す

ることが基本です。次に、“ありたい姿”を明確に

して設定します。現在の状況から目標を設定する

のではなく、現状からは高い目標であっても、本

来あるべき姿をしっかりと設定して取り組むこと

が大事です。そして、現状とありたい姿との差・

ギャップが取り組むべき攻め所となります。

　

　目標の設定においては、次の点を明確にするこ

とが大変重要です。

　・何を（内容） 　　　【Ａ部品のキズ不良率を】

　・いつまで（期限） 　【2017 年 9 月末までに】

　・どれだけ（目標値）【現状 10％を 3％以下に】

　効果が取り組む労力より大きく、やる気が出る

程度の高い目標値であって、達成できる可能性が

あり、結果の有無を確認できて、会社・部門等の

上位方針とつながるものであることが大切です。

　また、目標を設定する上で注意する点として、

　・定性的やプロセスを示す表現ではなく、

　　定量的に結果を伴って示す表現とする

　　　×：作業者の能力向上

　　　○：加工の技能評価点を何％上げる

　・評価する基準や項目を明確にする

　　　売上高、不良率、加工時間、残業時間等

　具体的には、“何を・いつまでに・どれだけ”を

明確にして取り組みます。

（目標設定の例）

　　Ａ部品のキズ不良率を 2017 年 9 月末までに

　　3％以下に削減する

　問題の解決を円滑に進めるために、活動計画を

立てることが必要です。

　活動計画には、誰が（分担）・いつまでに（期

限）・何を（実施項目）・どのように（手順・方法）

等をまとめていきます。

　その時のポイントは、全員参加で取り組む計画・

体制とすることになります。

　全員参加で、項目ごとに役割を分担し、協力し

て取り組む体制を作ることが求められます。

　また、実施項目ごとに、いつ着手し、いつ完了

するかを検討し、日程を決めることが大切です。

　活動計画においては、計画だけでなく、実績も

まとめることで、進捗の状況が見える化できて、

活動を成功に導くための確認・管理ができます。

　次回は、手順５：要因の解析について、詳しく

解説します。

　前回に続いて、具体的な改善への取り組み方として、ＱＣストーリーと呼ばれる改善の進め方に沿って、

各ステップでの取り組み方・考え方・注意するべき点についてまとめます。

          ＫＡＩＺＥＮ ・ 改善のすすめ 　  （第１5 回） 
～現状把握から目標設定・活動計画へ～

１．基本となる“現状把握”から具体化へ

２．現状把握＜ＱＣストーリー・手順２＞

３．目標の設定＜ＱＣストーリー・手順３＞

４．活動計画の作成＜ＱＣストーリー・手順４＞
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人　事　 ・ 　労　務　の　勉　強　部　屋　
（一社）奈良経済産業協会（H29.3.10）

（第 18 回）
労働時間管理について～変形労働時間制～

　毎週・毎月・毎年で繁閑の差が大きくある事業所にとっては、繁忙期の人手の確保が難しかったり、

人件費の増加などが大きな問題になっていると思います。

　今回は、変形労働時間制の活用による労働時間の管理・対策について概要をまとめます。

＜変形労働時間制とは＞

　○変形労働時間制とは、労働時間を 1日単位ではなく、月単位・年単位などで計算する制度。

　　総労働時間を変えずに、閑散期の労働時間を減らし、その減らした分で繁忙期における 1日の法定労働

　　時間の上限を延ばすことができる。

　○変形労働時間制には、1か月単位と 1年単位の 2種類があり、労働時間の増減を実施する期間を“対象

　　期間”、その中の法定労働時間を越える期間を“特定期間”という。

　○通常は、法定労働時間（1日 8時間、1週 40 時間＜特例 44 時間＞）を超える分は残業時間となるが、

　　特定期間は法定労働時間を超えても残業時間としてカウントしなくても良い。

＜変形労働時間制のメリット＞

　○閑散期では従業員も早く帰宅することができ、メリハリのとれた仕事を行うことができる。

　○繁忙期では法定労働時間を超えて設定することができ、期間内の残業費を抑えることができる。

　　※設定した労働時間を越える場合は、残業時間になる。

＜ 1か月単位の変形労働時間制＞

　○対象期間が１か月以内で労働時間を設定する変形労働時間制。

　　土日の週末や月末が忙しくて、それ以外は短い労働時間で対応できる等の業態に適している。

　　　例：小売業（月曜定休・週休 2日で従業員 10 人以上）で対象期間が 1週間の場合

　　　　　　　火、水、木　　各  5 時間

　　　　　　　金、土、日    各 10 時間　　＜ 1週合計 35 ～ 40 時間＞

　　　＜主なポイント＞

　　　　・対象期間中の総労働時間に上限あり

　　　　　　　上限時間＝ 40 時間（特例 44 時間）×対象期間の暦日数÷７

　　　　・労使協定もしくは就業規則などに次の主な事項を定める必要があるが、労働基準監督署に

　　　　　特定書類の提出は必要なし

　　　　　①対象労働者の範囲、②対象期間および起算日、③労働日および労働日ごとの労働時間、等

＜ 1年単位の変形労働時間制＞

　○ 1か月以上 1年未満の対象期間で労働時間を設定する変形労働時間制。

　　シーズン毎に繁忙期・閑散期があるような業態に適している。

　　　例：製造業（土・日・祝日休み）で対象期間が 10 月～ 3月の 6か月間の場合

　　　　　　　10、11、12 月　各日 10 時間＝ 610 時間

　　　　　　　 1、  2、  3 月　各日  6 時間＝ 372 時間  

　　　　　　　それ以外の月　各日　8時間＝ 992 時間　　 ＜ 1年合計 1,974 時間＞

　　　＜主なポイント＞

　　　　・年間の労働時間数が年間法定労働時間内 2085.7 時間（閏年 2091.4 時間）に収める

　　　　・労使協定で次の主な項目を定め、労働基準監督所に特定の書類を提出する必要がある

　　　　　　①対象労働者の範囲、②対象期間および起算日、③労働日および労働日ごとの労働時間、

　　　　　　④特定期間、⑤労使協定の有効期間、等

　　　　・対象期間における労働日数の上限は 1年当たり 280 日

　　　　　　　3か月以上 1年未満の場合の上限労働日数＝ 280 日×対象期間の暦日数÷ 365

　　　　・1日あたりの労働時間は 10 時間まで、1週間あたりの労働時間は 52 時間まで

※詳細は厚生労働省ＨＰを参照下さい。

（http://www2.mhlw.go.jp/topics/seido/kijunkyoku/week/970415-3.htm）
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事  務  局  だ  よ  り

岩崎工業株式会社

【企業概要】

設　　立：昭和 32 年 11 月

資 本 金：49,060 万円

代 表 者：代表取締役

　　　　　　岩　﨑　能　久

所 在 地：〒 639-1081

　　　　　　大和郡山市額田部北町 1216 番地の５

Ｔ Ｅ Ｌ：0743-56-1311 

Ｆ Ａ Ｘ：0743-57-6311

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.lusutroware.co.jp/index.html

従 業 員：81 名（奈良事業所 31 名）

事業内容：プラスチック家庭日用品の製造販売業

　当社は創業昭和９年、設立昭和 32 年のプラス

チック家庭日用品の製造販売業で「ラストロウェ

ア」の自社ブランドを使用し、卸問屋を通して全

国のＧＭＳや百貨店、専門店、スーパーなどに販

売を行っています。また、製品の企画・マーケティ

ング・開発・製造・販売までを一貫して自社内で

行うとともに、世界基準の「グローバルワン」企

業を目指し既に世界 23 か国に出荷実績を有してお

り、積極的に海外への販売展開も行っております。

新　入　会　員　様　ご　紹　介

・ＤＭＧ森精機株式会社 奈良事業所

　（旧）高井　康文（奈良事業所長）

　　　　　　  ↓

  （新）高井　康文

　　　　（執行役員 奈良事業所長）

役　職　変　更

　産学リエゾン講義も２年目を迎え、企業の将来展望・社会的責任や、奈良・自社の魅力について、外部

講師（ゲストスピーカー）として、会員企業の経営者の方にご講義を頂きました。（講話 60 分・質疑 30 分）

平成 28 年度 産学連携リエゾン講義

１．奈良女子大

　①６月 14 日

　　　奈良豊澤酒造㈱　社長　豊澤孝彦氏

　②６月 21 日

　　　ホテル日航奈良　総支配人　津秦幸生氏

　③７月 12 日

　　　岡本㈱　社長　岡本哲治氏

２．奈良県立大

　① 7月 20 日

　　　㈱丸國林業　社長　平越國和氏

３．天理大

　① 10 月４日

　　　 アサヒビール㈱大阪統括支社

　　　 大阪奈良支店長　市野周平氏

　② 11 月 22 日

　　　 奈良テレビ放送㈱　社長　辻本俊秀氏

　③ 12 月６日

　　　 ㈱ＪＴＢ西日本 奈良支店長　下村雅也氏

４．帝塚山大

　① １月 19 日

　　　 ㈱奈良ホテル　社長　五十嵐　晃氏

・ （旧）株式会社三輪そうめん山本

　　　　　　  ↓

  （新）株式会社三輪山本

社　名　変　更

・（旧）シャープ株式会社ビジネスソリューションカンパニー

  　　 中山　藤一

　 （専務執行役員ビジネスソリューションカンパニー社長）

　　　　　　  ↓

  （新）シャープ株式会社

　　　　　　　 ビジネスソリューション事業本部

 　    中山　藤一　

　　　　　（専務ビジネスソリューション事業本部長）

社名変更＆役職変更

〒630-8031　奈良市柏木町129－1　奈良県産業振興総合センター内
TEL（0742）36－7370　FAX（0742）36－7371
http://www.nara-eia.or.jp　E-mail : info@nara-eia.or.jp
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